
　

定例会見

日時：令和６年１０月２４日（木）　１１：３０～

会見内容

１．発表事項　

経済部（商工課スタートアップ推進室）

(2)令和６年度史跡岐阜城跡山上部発掘調査の開始について
ぎふ魅力づくり推進部（文化財保護課）

(3)公共交通フェスタ２０２４について
都市建設部（交通政策課）

　「駅とまちを光でつなぐ杜のイルミネーション」と

都市建設部（鉄道高架推進課）

ぎふ魅力づくり推進部（観光コンベンション課）

令和６年度 第８回 市長定例記者会見

(1)スタートアップ支援の新たな取り組みについて

(4)ぎふのまちを彩る幻想的な光のエール

　「ぎふ灯り物語２０２５」の開催について
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1-(1) スタートアップ支援の新たな取り組みについて               

１ スタートアップ支援事業のこれまでの取組み                  

令和３年７月  ネオワーク・ギフを開設 
・リモートオフィスと相談窓口を二本柱 
・商工会議所や金融機関、大学などと連携したオール岐阜の体制 

 
令和３年１０月 相談窓口にセンター長が着任 

・スタートアップの起業前から起業後までを伴走支援 
・「岐阜市版スタートアップエコシステム」を構築 など 

    

 
 

 
令和６年４月  経済部商工課内に「スタートアップ推進室」を設置 

・比較的小規模な事業中心の起業から、スタートアップの創出 
【スタートアップ推進室の取り組み】 

①実用化に向けた課題解決等を目的とした実証実験の本市への受け入れ 

②日本最大級のスタートアップ支援拠点、STATION Ai の活用  

 

 

２ 実証実験の受け入れ（今回初めての試み）                  

スタートアップの成長 サービスの製品化や更なる技術向上に向けたノウハウなどが必要 

 

本市の支援 ⇒ 実証実験を行う場所の確保や行政データの提供、広報協力など 

株式会社 Spacewasp（スペースワスプ）（代表取締役社長 伊勢崎勇人氏） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 令和 3 年度（10 月～3 月） 令和 4 年度 令和 5 年度 令和 6 年度（～9 月） 

起業数 7 件 23 件 27 件 13 件 

設立 ２０２２年（令和４年）１１月 

所在地 岐阜市長良１－１ 

業務概要 
あらゆる産業から排出される植物残渣を素材とし、 

３Ｄプリンター等を活用して内装材などのプロダクトを生み出す 

本市の支援 

・Neo work-Gifu（センター長）による伴走支援 

・令和５年   スタートアップ支援補助金 採択（主催：本市） 

・令和５年９月 GIFU IGNITE #８ ピッチ披露（主催：本市） 

・令和６年３月 GIFU IDEA PITCH CONTEST 最優秀賞（主催：岐阜商工会議所、本市） 

・令和６年９月 GIFU IGNITE #１２ ピッチ披露 （主催：本市） 

備考 

・令和６年８月９日現在、投資家などから 5,100 万円を調達（HP より） 

・令和６年 本市が参画する「ぎふスタートアップ支援コンソーシアム」で 

 他のスタートアップの模範となり得る「ぎふプライムスタートアップ」に認定 

７０件の 

起業を創出 

【スタートアップ】  

革新的なアイデアで短期的に成長する企業 
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【内容及びスケジュール】 

同社が制作した机や棚等を設置し、ニーズや耐久性、使用感等のアンケート調査を実施 

① １０月３０日（水）～１１月１８日（月）、岐阜市立中央図書館、 

② １１月１９日（火）～１２月 ２日（月）、市庁舎 1 階 エントランスモール、 

③ １２月 ３日（火）～１２月２７日（金）、市庁舎１階 市民交流スペース「ミンナト」 

 

３ STATION Ai（ステーション エーアイ）の活用                 

目的 起業を志すプレイヤーの増加 

内容 １１月１日からスタートアップ支援拠点「STATION Ai」に、 

スタートアップ推進室の職員２名を駐在 

・起業家やスタートアップの誘致 

   ・市内企業とのオープンイノベーションの創出 

  【STATION Ai 概要】 

所在地 名古屋市昭和区鶴舞 1 丁目 2番 32 号 

面積 敷地面積 約 7,300 平方メートル、延床面積 約 23,600 平方メートル 

入居団体 スタートアップ企業 約５００社 

パートナー企業   約２００社（スタートアップとの協業等で、オープンイノベーションを促進する者） 

入居自治体 日進市、豊橋市 

施設内容 鉄骨造地上 7 階 

スタートアップ・パートナー企業等向けオフィス、テックラボ、 

イベントスペース、宿泊施設、託児施設、カフェ・レストラン、あいち創業館 等 

 

４ 今後の取組み                               

内容 岐阜大学や岐阜薬科大学の起業を志す研究者による 

プレゼンテーション、研究室を回るラボツアー 

時期 １２月 

目的 起業を志す研究者と投資会社とのマッチング  など 

 

設置する机、棚等（イメージ） 
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1-(2)令和６年度史跡岐阜城跡山上部発掘調査の開始について  

（１）はじめに                               

・令和３年１２月に策定した 

『史跡岐阜城跡整備基本計画』の重点事業の一つに 

「山上部の発掘調査の推進」を位置づけ 

 

・これまでに一ノ門、二ノ門、天守台周辺において 

調査を実施 

 

・令和５年度には天守南通路の西側で、 

「稲葉城趾之図」に描かれている通路の石垣を確認 

 

・さらにその前面で円礫やかわらけが出土したことから、 

山上にも庭を持つ饗応の場所があった可能性が出てきた 

 

 

・さらなる解明を進めるため、山上部の発掘調査を今年度も開始 

 

（２）令和６年度の発掘調査概要                      

・今年度は天守南通路西側２か所と、 

一ノ門北側１か所の合計３か所で 

発掘調査を実施（合計約 450 ㎡） 

 

・天守南通路西側（約 400 ㎡） 

①昨年度確認した石垣の続きと、饗応の場に関する遺物を確認 

②上台所
か み だ い ど こ ろ

と通路の接続部にあたる場所。「稲葉城趾之図」に石垣が 

描かれていない部分について、現地には石材が見られることから 

石垣の有無を確認 

 

・一ノ門北側（約 50 ㎡） 

 これまでに斜面で確認されている竪
たて

堀
ぼり

が、 

通路付近まで延びているかを確認 

   → 一ノ門から二ノ門に至る通路は、 

絵図に描かれていることから、 

戦国時代から存在していたとみられるが、 

竪堀が今回の調査区まで延びて通路を分断していた場合、 

時期によって動線が異なっていた可能性がある 
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※一ノ門北側は、令和５年度に調査を行う 

予定だったが、天守南通路西側の調査に 

時間を要したため、今年度改めて実施 

 

（３）調査期間                              

   本日、令和６年１０月２４日（木）から 

２月中旬までの予定 

【作業】 

平日の９時３０分から１５時３０分まで 

   ※土・日・祝日休み、雨天中止 

 

  ・調査箇所はいずれも、登山道沿いから見学が可能 

 

  ・発掘調査案内所 (※)で当日の調査予定を案内 

※案内所は８月に従来の場所から、岐阜公園来園者休憩所内に移転 

 

  ・調査の様子はＸ
エックス

（旧 Twitter）の「岐阜城跡発掘調査」で随時紹介 

 

   

 



令和６年度の発掘調査概要

天守南通路⻄側① 石垣の続きと、饗応の場に関する遺物を確認
天守南通路⻄側② 石垣の有無を確認

天守南通路⻄側①

天守南通路⻄側②

天守
天守南通路⻄側①

天守南通路⻄側②

上台所

令和6年度調査箇所 「稲葉城趾之図」に描かれた石垣 天守北 北

南 南

上台所

令和６年度の発掘調査概要

一ノ門北側
竪堀が通路付近まで伸びているか
を確認

竪堀？

令和6年度調査箇所

一ノ門北側

北

南

竪堀？

一ノ門

一ノ門北側

一ノ門
竪堀

二ノ門

二ノ門

 1-(2)令和６年度史跡岐阜城跡山上部発掘調査の開始について           
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1‐(3) 公共交通フェスタ２０２４について              
 
１ はじめに                               
 

・毎年恒例となっている、公共交通フェスタを１１月９日と１０日の２日間、 

庁舎北側のみんなの広場カオカオにて開催 
 

・このイベントは、平成２６年度からこれまで毎年開催しており、 

参画いただく団体も、第１回目の４団体から、３倍を超える１３団体の 

交通事業者や金融機関、商業施設などの皆様に、 

市とともにイベントを盛り上げていただく 

 

・今回は、GIFU HEART BUS の 1 周年を記念した、様々な催しを企画 

 

２ 自動運転バスの運行について                      

（１） 自動運転バスの状況 
 

・市では運転手不足等に対する課題解決の方策の一つとして、 

令和元年度より公共交通への自動運転技術の導入に向けて段階的に取り組んでいる 

 

・市中心部での継続運行は、日本初の取り組みで反響も大きく、開始から約１１か月で、 

想定を上回る４万２千人を超える方にご乗車いただいている 

 

・市民をはじめ、北海道から九州までの日本各地、アメリカやヨーロッパといった 

海外からもお越しになり、一般乗車のほか、官公庁や議会、研究機関、学校、企業など、 

１３７団体、１,１００人を超える方々がご視察され、大変注目いただいている 

 

・特に遠方の方は、本市にお泊りいただくことも多く、 

例えば、全国からの議員の方のご視察の際は、約４割が市内の宿泊と伺っている 

 

・駅周辺の宿泊施設の方からも、 

「自動運転バス目当ての県外旅行客の増加を実感している」との声が聞かれ、 

GIFU HEART BUS の運行が観光、経済など多面的な効果をもたらしている 

 

（２） レベル４自動運転に向けて 
 

・これまで、４,０００便以上の運行を行いながら、 

インフラ整備等の「技術の検証」と 

道路を利用される皆様からご理解いただくなどの「社会受容性の向上」を図り、 

無人自動運転、いわゆるレベル４自動運転を目指している 

 

・「技術の検証」として、車が自動で赤青を判断する「信号協調」を 

ルート上の全ての交差点３６箇所で今年５月末に完了し、 

自動右折を実現する「路車協調システム」は、 

今年度、右折箇所全てで完了する予定 
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・また、「社会受容性の向上」として、ルート沿線の地区などの方々への試乗会や、 

白山小学校などで、公共交通への関心を高めるモビリティ・マネジメントを行うなどし、 

現在、ルート上の約９割で手動介入することのない自動運転を実現している 
 

３ 公共交通フェスタ２０２４の概要                    

（１） GIFU HEART BUS 1 周年を記念した企画 
 

・GIFU HEART BUS は、鮮やかな赤色の車体やハートをモチーフとしたロゴなどが、 

「とてもかわいい」や「親しみが持てる」など好意的なご意見をいただいており、 

デザインが GIFU HEART BUS の魅力をより一層高めている 

 

・デザインを手掛けていただいた水戸岡鋭治氏を１１月１０日にお招きし、 

GIFU HEART BUS の１周年を記念したセレモニーを開催 

 

・今回初めて市民の皆様に、GIFU HEART BUS のデザインに込めた想いなどを 

水戸岡氏からお話いただく 

 

（２） NEW 連節バスのデザインに関する企画 
 

・GIFU HEART BUS と並び、本市の象徴的な公共交通である連節バスについて、 

今年度、岐阜バス様が所有する４台のうち２台が 

新たな車両に更新される予定で、水戸岡氏がデザインを手掛けている 
 

・１１月１０日のセレモニーで、水戸岡氏より新たな連節バスのデザインを発表 
 

・会場では、岐阜幼稚園の元気な子どもたちが歌を披露 

 

（３） その他の企画 
 

・水戸岡氏のこれまでの軌跡をデジタル画像でご覧いただく「水戸岡鋭治氏特別展」や 
 

・自動運転バスのマルバツクイズ「天才 GIFU HEART BUS クイズ」、 
 

・毎年恒例の、パトカーや白バイ、消防車などの「はたらくクルマの展示」などを実施 
 

・フェスタでしか手に入らない「GIFU HEART BUS 関連グッズ」も用意 
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1 - (4) ぎふのまちを彩る幻想的な光のエール 

「駅とまちを光でつなぐ杜
もり

のイルミネーション」と「ぎふ灯り物語２０２５」の開催について 
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